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医学的根拠に基づく 

ダイビング器材の衛生管理マニュアル 
 

 
ダイビング器材を介した 

病気の感染 
 

現在多くのダイビングショップでは、

ダイビング器材のレンタルサービスを

実施しています。体験ダイバーはもち

ろんマイ・ギアを購入する前のビギナ

ーダイバー、重い器材を持ち運ぶのが

体力的に困難なシニアダイバーをはじ

めとして、その手軽さからレンタルサー

ビスを利用するベテランダイバーも多

いようです。 

皆さんもご存知のように、レギュレー

タを含む一連の呼吸回路がレンタル器

材として貸与される場合には、セカンド

ステージにマウスピースがくっついた

状態であることが多いですよね。マウ

スピースは口の中に装着して利用する

器材ですから、当然その使用によって

唾液や場合によっては血液も付着しま

す。唾液や血液が様々な病原体（バイ

キン）の感染源になることはよく知られ

ていることで、ダイビングショップで不

特定多数のゲストが、十分な感染防護

処理をせずにマウスピースを共有すれ

ば、当然誰かの病気がうつる可能性を

否定できなくなります。 

 

もちろん器材のレンタルだけではなく、

マウスピースをバディと共有するバディ

ブリージングについても、マウスピース

を介した個人間感染の危険性があると

いえますが、この危険性については新

型コロナパンデミック以前はあまり注目

されていませんでした。最近では感染

防護の重要性から、緊急蘇生時の人

工呼吸でも専用のシートを介して実施

することが推奨さているくらいですから、

バディブリージングについても、オクト

パスブリージングへの完全な移行が必

要であると考えています。 

 

海外での衛生管理 

 
これらマウスピースをはじめとしたダ

イビング器材による感染の可能性につ

いて、海外ではコロナ禍前からいくつ

かの見解や調査結果が報告されてい

ます。中でも DAN はウェブサイト上

【Diving Medicine FAQs】のコーナーで

そのリスクについて“これまでにダイビ

ング器材を介した感染の実例報告はな

い”としながらも“危険性は低いがその

理論的なリスク 

は存在する”と説明しています。 

また、アメリカ海軍の  “US Navy 

Diving Manual”ではマウスピースの衛

生管理方法について“きれいな真水と

口腔消毒剤で何回か洗う”との記載が

みられましたが、実際に利用されてい

たヨード系の口腔消毒剤が、ダイビン

グ器材の特にゴム製品を劣化させるこ

と か ら 、 U.S. Navy’s Experimental 

Diving Unit (NEDU) が改めてダイビン

グ器材の衛生管理方法についての調

査を行い Alert Diverなどで報告してい

ます。その報告には４級アンモニウム

塩を主成分とするいくつかの消毒剤と

その使用方法や効果について記載さ

れていて、ダイビング器材の消毒薬と

して有望であると紹介しています。 

さらに、ダイビングの衛生グッズとして

マウスピース全体を覆うことができる、

コンドームのような薄いラテックスが販

売されているなど、海外でのダイビング

器材の衛生管理に関する危機意識の

たかさがうかがえます。 

 

マウスピースのコンドーム？
その名も「アメーバ・スキューバガード」

マウスピースのコンドーム？
その名も「アメーバ・スキューバガード」  

 

日本での衛生管理 

 
一方日本においては、公衆衛生に

関する行政・公的機関である厚生労働

省や保健所、または細菌学研究室など

を有する医療機関や研究施設が、この

問題について指導や規制をしたことは

これまでになさそうです。 

しかしコロナ禍を経て DAN japan

が DAN europe の指針をもとにダイビ

ング機材の感染対策について指針を

発表し、各ダイビング指導団体もこれ

に追随するように見解を表明していま

す。その中には医学的に考えて？？？

と感じる内容もありますが、これらの知

識や情報を各ダイビングショップが独

自に会得し、衛生管理を実施している

のが現状のようです。 

またゲストの側も、コロナ禍の終焉

から数年を経て、感染対策への意識が

薄れつつあるようにも感じますし、コロ

ナ禍前から、なぜか「誰が使ったかわ

からないマウスピースは汚い」という感

覚がダイビング経験を重ねるにつれて

薄れていくことが多いようです。この問

題に対しては体験やビギナーなど、ダ

イビング経験の少ないダイバーの方が

妥当な危機意識を持っていることが多

いような気がします。 

 

これらの現状を踏まえた上で、新型

コロナパンデミックという未曽有の事態

を経験した今、新型コロナ以外にも存

在する、唾液や血液を介して感染する

様々な疾患の感染を未然に防ぐため

の正しい対策を、ダイビングショップが

一般のダイバーに提供する必要性が

高まってきていると思われます。 

そこで本稿では主に厚生労働省や

大学病院が公表している感染防護マ

ニュアル、感染対策に関する医療関係

者用のテキストをもとに、特に口腔内を

扱う歯科臨床領域の観点から、ダイビ

ング器材の衛生管理方法について考

えてみたいと思います。 

 

感染防護の基本 

ユニバーサルプレコーション 

 
医療機関においては従来、基本的

な感染防護策に加えて、検査や問診に

て病原体の感染が確認された感染症

患者に対してはさらに厳重な防護対策

を実施してきました。 

しかし、HBV・HCV の感染患者数が

300 万人を超え、HIV 感染者の 80％以

上が HIV 陽性であることを告げずに受

診しているなどの報告もあり、現在で

は院内感染防護の重要性から全ての

患者が病原体に感染しているものと仮

定して、【全ての目視できる湿性の血

液、体液、排泄物は感染源になる可能

性があるものとして取り扱う】という考

え方になっています。 

これを標準予防策【ユニバーサルプ

レコーション】と呼びますが、この概念

から考慮した場合、口腔内に挿入し唾

液や場合によっては血液に接触したこ

とが明白なマウスピースは、あらゆる

病気の感染源となることを前提として

取り扱う必要があるといえます。 

このマニュアルは 2010年のAlert Diver Vol43 に掲載

した記事を改編したものです 
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殺菌？抗菌？除菌？消毒？ 

 
ユニバーサルプレコーションによって

“感染源となる可能性がある”と評価さ

れた器具は、病原体による汚染を除去

する必要が生じますが、この病原体に

よる汚染の除去方法は【洗浄】【消毒】

【滅菌】の３つにわけられます。 

ちなみに巷では【殺菌】【除菌】【抗

菌】などの用語がしばしば用いられて

いるようですが、これらの用語には対

象となる微生物についての定義や、そ

の効果の範囲についての定義がなく、

感染防護策として意義の高い用語で

はないと考えられています。 

 
殺菌って菌を殺す
ことでしょ・・・

殺すのは
善玉菌？それとも

悪玉菌？

殺すのは
どのくらい？

少し？それとも全部？殺菌していれば
病気はうつらないと

言えるの？

「殺菌」「除菌」「抗菌」・・・
これらの用語では上のような疑問に答えられません  

汚染除去 

洗浄、消毒、滅菌 

 

【洗浄】というのは流水と洗剤などを

用いて目視できる汚染を洗い落とすこ

とです。洗浄を十分行うことにより、ほ

とんどの一般細菌を除去する効果があ

るといわれていて、また洗浄が不十分

だと、後に行う消毒や滅菌処理の効果

が十分に期待できなくなります。 

 

【消毒】というのは対象とする病原性

微生物を、感染症を惹起しえない水準

にまで殺滅または減少させることです。

消毒法は【物理的消毒法】と【化学的消

毒法】とに分類されますが、消毒の第

一選択肢としては熱水消毒や煮沸消

毒など熱による【物理的消毒法】を選

択し、熱に弱い器具を消毒する場合に

消毒薬を用いた【化学的消毒法】を選

択するのが基本と考えられています。 

また【化学的消毒法】に利用する消 

毒薬はその効果から【高水準】【中水

準】【低水準】の３つに分類されていま

す（図１）。もちろん低水準よりも高水準

の消毒薬の方がより多くの種類のバイ

キンをやっつける事ができるわけです

が、このようにそれぞれの消毒薬によ

って、やっつけることのできるバイキン

の範囲は異なっており、この範囲のこ

とを【抗菌スペクトル】と呼んでいます。

“抗菌スペクトルが広い”というのは、

“たくさんのバイキンに対して効果があ

りますよ”という意味になるわけです。

さて、ここで図２をみて見て下さい。高

水準消毒薬のグルタラールが、アルコ

ールなどの中水準消毒薬より、より多く

のバイキンに対して有効である事がわ

かりますよね。 ちなみに、熱水消毒は

芽胞を除き高水準消毒薬と同等の効

果を有するといわれています。 

 

【滅菌】というのはそこにいる微生物

を完全に除去、あるいは殺滅すること

です。

 

・第4級アンモニウム

・グルコン酸クロルヘキシジン

・両性界面活性剤

ほとんどの栄養型細菌・ある種
のウィルスや真菌を殺滅する低水準消毒薬

・次亜塩素酸ナトリウム

・消毒用エタノール

・ポピドンヨード

結核菌・栄養型細菌・ほとんど
のウィルスや真菌を殺滅する中水準消毒薬

・グルタールアルデヒド

・オフトフタルアルデヒド

・過酢酸製剤

多数の芽胞を除く全ての微生
物を死滅させる高水準消毒薬

図１ 消毒レベルによる消毒薬の分類
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グラム陽性一般細菌 ⇒ 虫歯菌、ブドウ球菌 など
芽胞 ⇒ 破傷風菌 ボツリヌス菌 など
グラム陰性一般細菌 ⇒ 淋菌 大腸菌O157 コレラ筋 赤痢菌 歯周病菌 など

真菌 ⇒ カンジダ など
一般ウィルス ⇒ インフルエンザ EB ヘルペス 麻疹 風疹 ムンプス など
肝炎 ⇒ A型 B型 C型

バイキンの種類
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バイキンの種類

◎ 有効 ○ 効果弱い ×無効

 

ちなみに新型コロナウィル

スは中性洗剤による洗浄

だけで死滅します 

何かと耳にする「ステラミン」

は低水準消毒薬に属します。

消毒効果はありますが効果

のないばい菌も多いことは知

っておくべきでしょう。 
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E.H. Spaulding の分類 

 

バイキンに汚染された器具の汚染を除

去する時、何を基準にしてその方法を決

定するかを考える必要があります。 

全ての器具に対して【滅菌】しておけば、

とにかく無菌状態になって最も感染の危

険性は低くなりますが、汚染された可能

性のあるの器具や環境を全て滅菌すると

いうのは事実上不可能なことなんです。 

そこで、感染に関するリスクの度合い

から器具を、【高リスク】【中リスク】【低リ

スク】と分類して、それぞれのリスクに応

じて汚染除去の方法を決定しているので

すが、これを E.H. Spauldingの分類に即し

た感染防護といいます。 

 

この E.H. Spaulding の分類に即して医

療器具とダイビング器材を分類したもの

が図３です。ダイビング器材に関してはほ

とんどが【低リスク】に該当するので、これ

までどおりの洗浄と乾燥で十分対応が可

能であるといえます。しかし口腔内に挿入

するレギュレータ・マウスピースとシュノー

ケル・マウスピースについては、口腔粘膜

と接触するため【中リスク】に該当すること

になります。ですからマウスピースに関し

てはダイビング器材のなかで唯一、基本

的な感染防護策として【消毒】が必要とな

るわけです。 

 

 

マウスピースの感染防護処理 

 

☞その１ 洗浄 
手に傷やサカムケなんかがあると、そ

こから病気に感染するリスクがでてきます

から、洗浄するときには作業者は必ずゴ

ム手袋をはめるようにしてください。中性

洗剤などを使って流水下で洗浄した後十

分に乾燥し、埃などが付着しないような容

器に保存しましょう。 

 

☞その２ 消毒 
さっきも書いたように、E.H. Spauldingの

分類に即して考えた場合、口腔粘膜に接

するマウスピースは中リスク器具に該当

するといえます。 

中リスク器具に対する消毒は【熱水消

毒】による物理的消毒または【高水準消

毒剤】による化学的消毒が基本となりま

す。また粘膜に触れる口腔用、直腸用の

体温計など一部器具については【中水準

消毒剤】による消毒も認められています

ので、マウスピースの消毒については、

【熱水消毒】【高水準消毒剤】【中水準消

毒剤】によるいずれかの消毒が該当する

と考えられるわけです。 

しかし、【高水準消毒剤】のグルタラー

ルやフタラールは劇薬に指定されており、

ダイビングショップが一般の薬局などで購

入することは容易ではありません。また、

人体への為害性が高く、取り扱いに十分

な知識と注意が必要である上、消毒後に

滅菌精製水ですすぐことが望ましいとさ

れていて、高水準消毒剤による消毒の実

施は一般のダイビングショップでは難しそ

うです。 

以上のことから本稿ではマウスピース

の消毒方法として【熱水消毒】および【中

水準消毒剤】である次亜塩素酸系とアル

コール系の消毒薬による消毒方法を紹介

します。 

 

一方、感染防護処理を施したダイビン

グ器材を安全に利用するためには、消毒

処理が器材の材料物性に与える影響を

考慮する必要があります。中リスク器具

に該当する“レギュレータ・マウスピース”

や“シュノーケル・マウスピース”の材料と

してはシリコーンゴムが一般的で、シュノ

ーケルのパイプ部分についてはポリカー

ボネイトやポリウレタンなどの材料が一般

的です。 

本来であれば器材メーカーが実際に使

用している材料について、耐熱性や耐薬

性などの詳細な物性を明らかにし、その

上で消毒による劣化などのリスクを評価

すべきところですが、現状ではメーカーは

これらのデータを明らかにしていません。

そこで本稿ではシリコーンゴム、ポリカー

ボネイト、ポリウレタンの一般的な物性を

もとに、上記した熱水、次亜塩素酸系消

毒薬、アルコール系消毒薬による消毒の

影響について考察したいと思います。 
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中～低水準消毒薬

による消毒

マスク、ブーツ、フィン
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図３ Spauldingによる器具分類
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レギュレータはどうやって消毒するの？という質問をよく受けます。 

DAN japan の「COVIT-19 とダイビング活動」では、レギュレータについても消毒が必要と判断しているようで

すが、人体に接触する外面については、上記の低リスク器具に該当するので洗浄または消毒の必要がある

ものの、接触のない内面については Spaulding の分類ではリスクのない器具となり、消毒の必要はないと判

断できます。また、精密機器であるレギュレータ内部を薬剤で消毒すると思わぬ故障の原因となる危険性も

あり、今のところ真水による洗浄とメンテナンスで十分と返答しています。 
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① 熱水消毒 

〈方法、効果〉 
一般に 40℃以上 60℃未満を温水、

60℃以上 100℃未満を熱水といい、ほと

んどのバイキンは 65℃以上の熱水や蒸

気にさらされると死滅するといわれていま

す。 

一般に処理温度が高いほど処理時間

は短くてすみますが、日本では 80℃の熱

水によって 10 分間の処理を施すことを熱

水消毒としており、この消毒によって芽胞

をのぞくほとんどの栄養型細菌、結核菌、

真菌、ウィルスを感染可能な水準以下に

死滅または不活性化できると言われてい

ます。近年洗浄と消毒効果を兼ね備えた

ウォッシャーディスインフェクター（食洗

器）が開発されていて、これを利用すれば

洗浄、消毒、乾燥が手軽に行えるため、

より確実かつ簡便に熱水消毒が実施でき

ます。 

さらに火傷をのぞいて人体に為害性が

なく非常に安全性の高い消毒方法であり、

コストも低く抑えられるため、マウスピー

スの消毒方法としては第一選択肢とする

のが妥当であると考えています。 

 

〈材料への影響〉 
一般にマウスピースの材料として利用

されるシリコーンゴムは耐熱性の高い材

料で、200℃までは分子構造に影響をお

よぼさないといわれていることから、熱水

によって劣化する可能性は低いと考えら

れます。 

また、ポリカーボネイトについては空気

中において－100～130℃までの幅広い

耐熱性を発揮しますが、熱水中では長時

間の使用により加水分解をおこし、クラッ

クを生じることがあるといわれています。 

一方、ポリウレタンについては耐熱性

が低くスチームや熱によって加水分解を

おこすことがあると言われています。けれ

ども熱水で処理する時間が10分と短いた

め、ポリカーボネイト、ポリウレタンともに

急激な劣化などの物性変化は生じにくい

と考えられます。 

以上のことからダイビングショップでは、

熱水消毒によってマウスピースやシュノ

ーケルが劣化する可能性は低いけれども、

シュノーケルのパイプ部分については劣

化のリスクがあるという認識が必要となる

でしょう。 

 

② 次亜塩素酸系 

〈方法、効果〉 
次亜塩素酸系の消毒薬としては、市販

されている【ミルトン】や【ミルクポン】など、

次亜塩素酸ナトリウムが最もよく知られて

います。 

マウスピースと同様にシリコーンゴムか

らできている哺乳瓶の乳首などを消毒す

る薬品として利用されていますので一般

のダイビングショップでも手に入りやすく、

人体に対する為害性が低く、比較的安全

性の高い消毒方法といえます。また、熱

水消毒では無効とされる“芽胞”に対して

も、ある程度の効果が期待でき、さらにエ

イズウィルスや B 型肝炎ウィルスなどウィ

ルスに対する効力の面で最も信頼性の

高い消毒薬ともいわれています。 

ただ、皮膚に付着すると手あれが起こ

ったり、酸性物質との混合で塩素ガスが

発生するなどの危険性もあり、取り扱い

には十分な注意が必要となります。 

 

〈材料への影響〉 
市販の次亜塩素酸ナトリウムはアルカ

リ性の薬品ですが、アルカリ性の薬品が

シリコーンゴムへ与える影響はわずかで

あるといわれています。さらに、資料によ

ってはシリコーンゴムの外観変化、液の

汚染、物性の変化において次亜塩素酸

ナトリウムは“全く、またはほとんど影響

がない” と評価しています。しかし、シリ

コーンゴム製の哺乳瓶の乳首が次亜塩

素酸ナトリウムの消毒によって白濁する

ことは比較的よく知られていて、次亜塩素

酸ナトリウムによってシリコーンゴムに劣

化が認められたという報告もあることから、

劣化、変性のリスクが全くないとはいいき

れません。 

一方、ポリカーボネイトやポリウレタン

については、アルカリ性の薬品に対する

抵抗性があるといわれていて、次亜塩素

酸ナトリウムへの浸漬によって急激な劣

化が生じるわけではないのですが、双方

アルカリによって加水分解される物性をも

つため、消毒処理の繰り返しよって劣化

する可能性があります。 

以上のことから次亜塩素酸ナトリウム

による消毒を実施するダイビングショップ

では、マウスピースが劣化する可能性は

低いがそのリスクは存在し、またシュノー

ケルについては出来るだけパイプ部分が

薬液に接触しないように注意を払う必要

があるといえるでしょう。 

 

③ アルコール系 

〈方法、効果〉 
アルコール系の消毒薬としては“エタノ

ール”“イソプロパノール”などがあり、こ

れらを配合したものや、これらアルコール

系の消毒剤を基剤とした様々な製品が販

売されています。 

基本的にはスプレーによる“噴霧”法や

ガーゼなどに消毒用アルコールをしみこ

ませて器材の表面を拭く“清拭法”にて消

毒することになりますが、全ての面に消

毒液を十分にいきわたらせる作業に結構

手間がかかります。さらに引火性がある

事から十分な換気を行う必要があり、湿

疹や皮膚への刺激症状が現れることもあ

りますので取り扱いには十分な注意が必

要です。また芽胞をのぞくほとんど全ての

微生物に有効で、一般になじみの深い消

毒方法ですからダイビングショップにおい

ても比較的取り組みやすい消毒方法であ

ると思われます。 

 

〈材料への影響〉 
一般にシリコーンゴムはアルコールに

対して抵抗性があり、資料によっては“若

干の影響はあるが条件により十分使え

る”と評価されています。 

また、ポリカーボネイトやポリウレタン

についても“若干の影響はあるが条件に

より十分使える”と評価されていて、長時

間アルコールに浸漬するような場合には、

劣化などのリスクは高くなりますが、清拭

によるアルコール消毒の場合には、物性

への影響は低いと考えられます。 

以上のことからダイビングショップでは、

消毒用アルコールによる消毒によってマ

ウスピースやシュノーケルが劣化する可

能性は低いが、そのリスクは存在すると

の認識が必要といえるでしょう。 

 

☞その３ 乾燥・保存 
マウスピースを消毒し、十分乾燥させ

た後、ハエなどの害虫による汚染や埃の

吸着から防護するため、密封できる袋や

容器に保存してください。また、保存する

容器には消毒済みのラベルを貼るなど未

消毒のものと区別することが望ましいとい

えます。 

 

マイ・マウスピースのススメ 

 
消毒には限界があり、全てのバイキン

に対して有効で、器具が劣化する心配が

全くない消毒薬や消毒方法はないと考え

られています。ですから消毒による感染

防護処理には、必ず何らかのリスクが存

在しているといえます。また、採択する消

毒方法によってはダイビングショップのス

タッフに少なからぬ労力を要したり、手あ

れなどの健康被害が発生する可能性も

あり、また開始・継続に当たっては幾分か

のコストも必要となりますよね。 

一方ゲストにとっても口に合わないマ

ウスピースをレンタルで使用することに負

担を感じている場合や、精神衛生上レン

タルマウスピースを口に入れることに苦

痛を感じる場合も多いようです。 

 

これらのことから、今後レンタルによる

マウスピースの個人間使用をできるだけ

廃止し、自分専用のマウスピース“マイ・

マウスピース”をゲストが購入、または持

参するスタイルに移行していくことが、衛
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生管理上最も望ましいといえます。その

ためには、ゲストとなる一般のダイバーが、

ダイビング器材と感染との関係について

の知識と危機感をもち、積極的に感染防

護対策を講じる姿勢が重要であると考え

ています。 

さらに自分の口に合った適切なマウス

ピースを使用することは、ダイビング中の

口腔周囲組織への負担を軽減する効果

があることも明らかになっていて、衛生管

理の面だけでなく安全で快適なダイビン

グ環境を実現する上で、自分のマウスピ

ース“マイ・マウピー”を準備することは重

要であると言えるでしょう。 

 

サニタリーサービス 

 
衛生的なダイビング環境を実現するた

めには、ゲストが感染に対する危機管理

の意識を高める一方で、それぞれのダイ

ビングショップが上記したような感染防護

に関する基本的な理論背景を理解して、

医学的に妥当な感染防護策を実施する

必要があります。このダイビングショップ

が実施する感染防護策は、多くのダイバ

ーが衛生的に快適にダイビングを楽しむ

ために重要なサービスであり、筆者はこ

のサービスを、ダイビングショップにおけ

るサニタリーサービスと呼んでいます。 

ダイビングショップにおいて実施される

べきサニタリーサービスとしては、具体的

に以下のような内容が挙げられると考え

ています。 

 

サービス１ 

ゲストが持参したマウスピースの 

レンタル器材への取り付け 

 

自分のマウスピースやシュノーケルを

ゲストが持参し、ショップがこれをレンタル

器材に取り付けるサービスで、本来この

スタイルが感染防護の観点から最も望ま

しいといえます。 

また、マウスピースをセカンドステージ

に取り付ける際に必要な結束バンドにつ

いては、ごみを不要に増やさないために

もショップ側が何度でも利用できる専門の

固定器具を準備したり、ゲストに持参を呼

びかけるなどの対応が必要となるでしょ

う。 

さらにセカンドステージとマウスピース

の取り付け部分であるコネクターについ

ては、各機種やメーカーによって形態や

大きさが異なり、筆者が行った調査では

コネクターの最も大きいものと最も小さい

ものを比較した場合、長径、短径ともに６

㎜前後の差が認められました。 

このことから、セカンドステージと大きさ

の著しく異なるマウスピースを装着した場

合、マウスピースの劣化を早める可能性

があり、さらにゲストが持参したマウスピ

ースをレンタル器材に取り付けることがで

きない場合もあることを、事前に通達して

おく必要があると思われます。 

この２つの径を測って、
一番大きいものと一番小さいものを比べたところ
長径、短径とも６㎜前後の差があったわけです。

長
径

短
径

この２つの径を測って、
一番大きいものと一番小さいものを比べたところ
長径、短径とも６㎜前後の差があったわけです。

長
径

短
径

 
 

サービス２ 

ゲストへのマウスピース販売 

 

レンタル器材を利用するゲストにマウ

スピースを販売するサービスです。 

マイ・マウスピースを持参せず、レンタ

ルマウスピースの使用に同意しないダイ

バーが対象となりますが、マウスピースに

不満をもつダイバーも多く、ダイビングショ

ップのスタッフの助言をもとに、ゲストがい

くつかのマウスピースの中から自分の口

に合ったものを選択し購入できるような体

制が整えば、さらに高度なサービスが実

現できるでしょう。 

 

サービス３ 

オクトパスなど予備呼吸回路の 

レンタル器材への装備 

 

全てのレンタル器材に予備呼吸回路を

装備するサービスです。 

バディブリージングによるマウスピース

の共用は色々バイキンが感染する危険

性があるため、この感染防護策として予

備の呼吸回路をレンタル器材に標準装備

することは非常に重要であるといえます。

また、C カード取得のための講習におい

ても、感染の危険性がある従来のバディ

ブリージングについてはできるだけ避ける

ように指導する必要があると考えていま

す。 

 

サービス４ 

レンタルマウスピースの消毒 

 

レンタル器材のレギュレータ・マウスピ

ースおよびシュノーケル・マウスピースを

消毒するサービスです。 

基本的にはオクトパスなど予備の呼吸

回路に付属するマウスピースが消毒の対

象となりますが、マイ・マウスピースを持

参せず、マウスピースの購入にも同意し

ないゲストが利用するレンタル器材付属

のマウスピースも対象となるでしょう。 

今後マウスピースやシュノーケルはゲ

ストが持参または購入し、予備呼吸回路

に付属のマウスピースのみショップにて

消毒を行うスタイルに移行すべきであり、

各ダイビングショップおよび医療関係者、

ダイビング環境向上を目的とした各種団

体が、一般のダイバーの感染防護に関す

る危機意識の向上のための啓発活動に

勤めることが重要であると考えています。 

 

現在筆者はその啓発活動の一環とし

て、NPO 法人沖縄県ダイビング安全対策

協議会の協力を得て、より安全で快適な

ダイビング環境の実現のため、ダイビン

グショップにおけるサニタリーサービスの

普及活動を展開しています。 

その活動の中でサニタリーサービスに

ついて興味のあるショップに対しては、上

記した医学的、材料化学的な理論的背景

をもとにした、サニタリーサービスの内容

をわかり易くマニュアル化し、その情報を

提供しています。また、そのマニュアルに

即したサニタリーサービスを実施している

ダイビングショップに対しては、サニタリー

サービス実施店を示すステッカーやポス

ターなどを提供し、さらに筆者の運営する

ホームページである “たかがマウスピー

ス、されどマウスピース” （URL : http:// 

scuba-mouthpiece.com）にて、そのショッ

プの情報を公開しています。 

サニタリーサービスに興味をお持ちの

ダイビングショップやレジャーダイバーの

方々は、参考までに是非ご一覧いただけ

ればと思います。 
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